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　「
日
本
一
の
フ
ラ
ン
ス

　
　
文
学
者
―
辰
野
　
隆
」

　
「
や
が
て
、
あ
か
ら
顔
の
教
授
が
、
ふ
く
ら

ん
だ
鞄
を
ぶ
ら
さ
げ
て
あ
た
ふ
た
と
試
験
場

へ
駆
け
込
ん
で
来
た
。
こ
の
男
は
、
日
本
一

の
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
で
あ
る
。
わ
れ
は
、
き
ょ

う
は
じ
め
て
、
こ
の
男
を
見
た
。
な
か
な
か

の
柄
で
あ
っ
て
、
わ
れ
は
彼
の
眉
間
の
皺
に

不
覚
な
が
ら
威
圧
を
感
じ
た
。
…
」

　
　
　
　
　
　
　
（
太
宰
治
『
逆
行
』
よ
り
）

　

太
宰
治
こ
と
津
島
修
治
は
、
昭
和
五
年
（
一
九
三

〇
）
に
東
京
帝
国
大
学
仏
文
科
（
フ
ラ
ン
ス
文
学

科
）
に
入
学
以
来
、
学
校
へ
ほ
と
ん
ど
登
校
し
て
い

な
か
っ
た
が
、
珍
し
く
登
校
し
た
試
験
の
日
、「
日

本
一
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
」
に
初
め
て
会
う
。
こ
の

太
宰
治
の
い
う
「
日
本
一
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
」
こ

そ
辰た

つ
の野

隆ゆ
た
かの

こ
と
で
あ
る
。

　

辰
野
隆
は
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
三
月
、

東
京
に
生
ま
れ
る
。
父
は
、
先
の
『
福
聚
山
史
』
で

と
り
あ
げ
た
建
築
家
、
辰
野
金
吾
で
あ
る
。
府
立
一

中
・
第
一
高
等
学
校
を
経
て
明
治
四
十
一
年
（
一
九

〇
八
）、
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
仏
法
科
に
入
学

し
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
卒
業
す
る
が
、
文

学
研
究
を
志
し
、
同
大
の
仏
文

科
に
再
入
学
す
る
。
戦
前
、
フ

ラ
ン
ス
文
学
を
学
ぶ
者
は
非
常

に
少
な
く
、
辰
野
隆
が
入
学
し

た
年
も
、
隆
一
人
で
あ
っ
た
と

い
う
。
大
正
五
年（
一
九
一
六
）

に
同
科
を
卒
業
す
る
と
、
大
学

院
へ
進
み
講
師
に
、
さ
ら
に
大

正
十
年
（
一
九
二
一
）
年
、
東

京
帝
国
大
学
の
助
教
授
と
な
り
、

二
年
間
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
す
る
。

帰
国
後
、
教
授
に
昇
任
し
、
昭

和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
に

定
年
退
官
す
る
ま
で
主
任
教
授

を
務
め
た
。

　

太
宰
治
が
、
帝
大
の
仏
文
科

に
進
学
し
た
の
は
、
辰
野
隆
に

憧
れ
、
そ
の
講
義
を
聞
き
た

か
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
東
大
仏
文
科
の
初
め
て
の

日
本
人
助
教
授
と
し
て
就
任
し
、
東
大
仏
文
科
の
基

礎
を
築
い
た
辰
野
隆
の
名
は
、
青
森
に
い
た
太
宰
に

も
知
れ
渡
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

● 

多
く
の
人
々
と
の
交
流

　

辰
野
隆
は
随
筆
家
と
し
て
も
著
名
で
あ
る
。
そ
の

内
容
は
多
方
面
に
渡
り
、
多
く
の
随
筆
集
も
発
刊
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
随
筆
は
、
多
く
の
人
々
と

の
交
流
の
中
か
ら
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中

の
『
忘
れ
得
ぬ
人
々
』
と
い
う
随
筆
集
に
は
、
幸
田

露
伴
、
森
鴎
外
、
夏
目
漱
石
、
谷
崎
潤
一
郎
を
近
代

日
本
の
文
壇
に
お
け
る
四
天
王
と
称
し
、
こ
れ
ら
と

の
交
友
関
係
を
描
い
て
い
る
。

　

谷
崎
潤
一
郎
と
は
、
東
京
府
立
一
中
・
一
高
時
代

か
ら
の
友
人
で
あ
っ
た
。
谷
崎
に
よ
れ
ば
、
学
生
時

代
の
辰
野
隆
は
運
動
神
経
に
優
れ
て
い
た
と
い
う
。

ま
た
、
当
時
「
今
の
日
本
で
一
番
偉
い
人
は
誰
か
」

と
い
う
話
が
出
た
時
、
辰
野
は
即
座
に
「
や
っ
ぱ
り

森
鴎
外
さ
ん
か
夏
目
さ
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
」
と

答
え
て
い
た
と
い
う
。

　

そ
ん
な
多
く
の
交
流
の
中
で
、
昭
和
天
皇
を
交
え

て
の
「
御
前
放
談
会
」
は
、
辰
野
隆
の
生
涯
で
最
も

光
栄
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
昭
和
二
十
四

年
二
月
、
辰
野
隆
は
徳
川
夢
声
、
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ウ

と
皇
居
に
招
か
れ
、「
天
皇
陛
下
、
大
い
に
笑
う
」

と
紹
介
さ
れ
る
、
昭
和
天
皇
を
前
に
し
て
の
放
談
会

が
実
現
し
て
い
る
。

　

● 
弟
子 

小
林
秀
雄

　

東
京
帝
国
大
学
仏
文
科
の
初
の
日
本
人
教
授
と
し

て
着
任
し
た
辰
野
隆
は
、
三
好
達
治
・
渡
辺
一
夫
・

飯
島
正
・
伊
吹
武
彦
・
今
日
出
海
・
中
島
健
蔵
・
井

上
究
一
郎
・
中
村
光
夫
・
森
有
正
・
鈴
木
力
衛
な
ど
、

そ
の
教
え
子
か
ら
文
学
研
究
・
評
論
で
活
躍
し
た
人

物
を
輩
出
し
た
。
そ
の
中
で
、
批
評
家
と
し
て
有
名

な
小
林
秀
雄
は
、
自
他
と
も
に
認
め
る
辰
野
の
一
番

弟
子
で
あ
っ
た
。
学
生
時
代
、
金
銭
的
に
困
窮
し
、

学
費
が
払
え
ず
停
学
と
な
っ
て
い
た
小
林
を
、
辰
野

は
、
小
林
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
教
授
会
に
お
い
て

弁
護
し
、
学
費
を
納
め
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
本

を
手
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
小
林
に
、「
本
が
な

け
り
ゃ
、
オ
レ
の
と
こ
ろ
で
読
め
」
と
小
林
に
本
を

貸
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
ん
な
師
弟
の
関
係
に
憧
れ

て
仏
文
科
に
身
を
投
じ
た
文
学
青
年
も
決
し
て
少
な

く
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

● 

多
く
の
人
々
と
の
交
流
に
彩
ら
れ
た
人
生

　

昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
二
月
二
十
八
日
、

辰
野
隆
は
胃
ガ
ン
に
よ
り
永
眠
す
る
。
病
に
伏
せ
る

病
床
で
、
辰
野
は
う
わ
言
を
口
に
し
た
と
い
う
。
一

つ
は
、
生
来
も
っ
と
も
不
得
意
な
科
目
で
あ
っ
た
算

術
を
解
こ
う
と
し
て
苦
し
ん
で
い
る
も
の
、
も
う
一

つ
は
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
講
義
の
断
片
で
あ
っ
た
と
い

う
。
遺
言
に
基
づ
き
、
辰
野
の
遺
体
は
解
剖
さ
れ
、

角
膜
が
ア
イ
バ
ン
ク
に
送
ら
れ
た
と
い
う
。

　

没
後
、
辰
野
と
交
流
の
あ
っ
た
人
物
が
、
常
円
寺

へ
の
墓
参
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
「
…
そ
し
て
寺
の
住
職
に
新
ら
し
い
卒
塔
婆

を
書
い
て
も
ら
い
、
辰
野
隆
先
生
の
墓
所
に
花

と
線
香
を
捧
げ
、
し
ば
し
佇
ん
で
黙
祷
、
続

い
て
持
参
し
た
日
本
酒
を
墓
石
に
か
け
、
四

人
で
辰
野
先
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
り
合
い

な
が
ら
、
立
ち
ん
坊
で
酒
を
汲
み
交
わ
す
と

相
な
る
。
…
」　　
　
（『
お
や
じ
の
顔
』
よ
り
）

　

こ
れ
は
昭
和
五
十
年
頃
の
様
子
を
書
い
た
も
の
で

あ
る
が
、
没
後
十
年
を
経
て
も
、
墓
前
に
お
い
て
、

生
前
と
同
じ
よ
う
に
共
に
酒
を
く
み
交
わ
す
人
々
が

い
る
。
多
く
の
人
々
と
の
交
流
に
よ
り
彩
ら
れ
て
き

た
辰
野
隆
の
人
生
と
い
う
も
の
が
表
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

今
年
は
、
辰
野
隆
氏
の
没
後
五
十
年
に
あ
た
る
。

連
　
載

第
46
回

中
学
時
代
に
、
大
の
相
撲
好
き
で
あ
っ
た
父
金
吾
か
ら
相
撲
部
屋
に
入
門
さ
せ
ら

れ
て
い
る
。
自
身
は
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
横
綱
審

議
委
員
を
つ
と
め
た
。
法
名
「
文
徳
院
殿
自
在
日
隆
居
士
」。




